
令和 7 年度の研究（または活動）内容 
 

当プロジェクト研究所は、建築、ものづくり、農業、鉱工業、アートなど、地域の資源・環境を活かす技

術を「地技」と定義し、地技を活かした生業に着目するとともに、それが周辺環境とどう呼応しているか

にも関心を広げ、「生業景」という総体の価値向上につながる場、モノ、組織等の共創・継承デザイン

について実践的に探求することを目的としている。ここで、これまでの共同研究により、「生業」の維持・

発展を先行させながら徐々に場を整えることで「景」を形成・育成する方式（A 方式）と、すでにある地

域文化遺産などの場・空間・建築（景の基盤）に一定の価値が認められ、そこに「生業」をインストール

することで「景」をつくる用途転用（コンバージョンなど）の方式（Ｂ方式） の 2 様がみられることが分か

ってきたことから、令和 7 年度の研究活動内容もこの観点で報じる。なお、いずれも当研究所が単独

で行ったものではなく、メンバーによる関連活動をもって情報共有したものであることを付記する。 

(A-1) 石盤葺技能講習（阿部・大沼／登米市・石巻市） ・・・毎年度継続している国選定保存技術石

盤葺保持者・佐々木信平氏の技術伝承講習会に対し協力者として内容向上を図ってきており、今年

度は 11 月 20 日・21 日に信玄石盤工房にて実施された。近年は阿部を中心に、「スレート工業（天然

石の採掘から大割・製品化まで）」と「スレート工事（石盤製品を屋根・外装に葺きあげること）」の相補

性・連動性に着目し、地域で状況改善を図っていく実践的取り組みを重ねてきており、このことが登米

市・石巻市・宮城県・文化庁の関係者に伝達・共有される効果をみせている。また、本会には前身プロ

ジェクト・JST-RISTEX この地に技あり・コアトリエプロジェクト時代の 2017 年頃からのつながりである

「矢作スレートの会（代表＝藤倉氏）」の方々も会場に足を運んでくださったほか、別途大沼が主査を

務める日本建築学会農村計画委員会地場の造形小委員会企画「読み解く地場展（2025年 9月 13

日／福岡市赤煉瓦文化館）」で協力頂いた福岡市教育委員会文化財活用班の黒田有花氏もはるば

る見学に来られ、全体として大きくはないが心の通った、また広域の人材をつなぐ意識共有の場となっ

た（写真 1）。 

(A-2) 丸森オープンアトリエ 2025（空き校舎と地域資源の活用に関する実践的研究／大沼・田中・岸

本／丸森町） ･･･丸森町では、少子化により 2022 年 3月に 8地区の小学校が 2校に統合されが、こ

のうち廃校となった大張地区は、大蔵山で採れる伊達冠石、今も続く養蚕、棚田百選に選ばれた沢尻

棚田など多くの地域資源があるほか、世界的彫刻家・佐藤忠良の父の生家があるエリアである。これ

に加え、同町には宮城県を代表する超現実主義画家・宮城輝夫の作品 203点などの文化資源が寄

贈されたことから、当研究所メンバーは数年にわたってその利活用について検討協力を行い、2023

年には大きな催事を実施、昨年度は地域内での協議を重ねた。これらを受けて今年度は、当研究室

4年・伊東紗弥氏を中心として催事企画をすすめ、10 月 19日から 26日までの 8日間にわたって休

みなく多彩な企画を展開する「丸森オープンアトリエ（MOA）2025」を実施した。期間中、延べ 600人

以上の来訪があり、総じて大好評で、地域が自信を取り戻し、新たな共創場の風景が形づくられてい

くきっかけになったといえる（図 1, 写真 2, 3）。 

(B-1) 国登録有形文化財建造物の修復保全（阿部・大沼／登米市） ・・・登米市南方町の大嶽山興

福寺書院及び庫裏が 2021-22 年の 2回にわたる地震で被害を受け、国登録文化財の真正性を残し



ながら将来の利活用に資する修復保全をめざす一連の事業について本格実施する運びとなり、その

設計監理業務（阿部）、監修業務（大沼）をそれぞれ担当した（写真 4）。 

(B-2) 国登録有形文化財建造物候補物件の具申と本登録（大沼・阿部／石巻市） ・・・石巻市に遺る

スレート民家・集落のうち、もっとも特徴的な物件を後世へと伝えるべく、登録有形文化財建造物候補

物件の具申調査を進め、滞りなく国登録へと進むこととなった（写真 5）。 

(B-3) 岩出山の景観について考える研修会（大沼／大崎市） ・・・昨年度大崎市鳴子川渡地区で行

った景観ワークショップが一定の成果を生んだことから、同市の別地区（岩出山・松山）でも協力が欲

しいとの要望を受け、旧岩出山町を題材として小講演を行ったほか、元武家地・町人地を散策し景観

ポイントを出し合うワークショップを行った（写真 6）。 

 

  写真 1 石盤葺講習会（2026.11.21）        図 1 MOA2025フライヤー（伊東紗弥氏） 

  

  写真 2 宮城輝夫作品を楽しむ（2026.10.19）  写真 3 座談会・作品の活かし方（2026.10.25） 

   

 写真 4 興福寺庫裏屋根裏   写真 5 国登録・石巻市北境Ａ家  写真 6 岩出山まちあるき 

 

 


